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平成 28 年度 長期学校体験実習 報告（2 年次 後期開講） 

 平成 28 年度の長期学校体験実習は、9 月 2 日（金）の事前指導における自転車交通安全防犯教

室に始まり、9 月 27 日（火）～10 月 21 日（金）（1 期）、中間指導を挟んで、11 月 1 日（火）～

11 月 25 日（金）（2 期）、12 月 2 日（金）の実習報告会まで 3 か月間にわたり実施しました。 

配置校は、坂戸市及び鶴ヶ島市内の全小・中学校 32 校、埼玉県立鴻巣女子高等学校の計 33 校

にお世話になりました。以下、学生の様子を報告いたします。 

自転車交通安全防犯教室 

西入間警察署よりご指導いただきました。ご講

義では交通ルールについてご指導いただき、実

際に自転車の乗車体験を行いました。 

実習校への交通手段が自転車の学

生もいることから、児童生徒も学ん

でいる交通安全のルールやマナー、

不審者等への対応を含めた防犯意

識の向上を目的に実施しています。

中間指導では、「魅力ある教師」「信頼される教師」について、1 期の実習経験をふま

えグループで協議し、発表することで言語化できるようにします。さらに２期の実習

目標をたて、どのように目標を達成するのか、具体的な手立てを考えます。
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平成２８年度 長期学校体験実習 各学校での様子

長期学校体験実習を振り返って

学生実行委員長 2年 ■■ ■■

私たち２年生５６名は、坂戸市及び鶴ヶ島市の小学校・中学校全 32 校、さらに埼玉県立鴻

巣女子高等学校に長期学校体験実習に行かせていただきました。

私たちは実習に出向くにあたり入念な準備をしてまいりました。安全に実習校に通うこと

ができるよう、自転車交通安全教室を実行委員主導で実施しました。児童生徒のお手本となる

自転車の乗り方をご指導いただき、自分の身を守ることだけではなく実習生としての自覚をも

つ要因となりました。また、実習先に打ち合わせに出向いたり、より良い挨拶・自己紹介を実

践するために、挨拶練習をロールプレイにより行ったりしました。このような準備により、安

全に実習先に出向くことができ、緊張し頭が真っ白になりながらも挨拶をすることができまし

た。準備の大切さを実感いたしました。

長期学校体験実習では、実際に児童生徒と過ごしたことで、考え方や行動から実態を知るこ

とができました。また、教職員の皆様の児童生徒と接する様子や、連携している様子を観察さ

せていただいたことで、教職員の役割についても触れることができました。このような学びか

ら養護教諭として児童生徒と関わっていきたい、先生方の一員として共に働きたいという思い

がより強くなりました。緊張や不安も含め一人ひとりが大きく成長できたとても充実した実習

となったと思います。

終わりに、お忙しい中この実習を快くお引き受けくださり、ご丁寧な温かいご指導をいただ

きました各学校の校長先生ならびに教職員の皆様、教育委員会の皆様に心より感謝申し上げま

す。
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平成 28 年度 長期学校体験実習 事後アンケート（抜粋）

平成 28 年度 長期学校体験実習 報告書 (記述原本)




